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＜子どもの感想＞

Q: 今日の授業を通して感じたことや学んだこと、印象に残ったことなどを教えてください。
　 また授業をしてくれた医療・介護職の方々に対して、メッセージをお願いします。

小6女子
がんはかかったら、もう死んじゃうのかと思っていたけど、早期発見で治せるケースがあるということ
が分かりました。がんは、日本人の2人に1人がかかると言われ、びっくりしました。でも、がんが小さ
いうちに治りょうすれば治るがんもあって、2人に1人はがんが治っていて、少し安心しました。

小6女子
健康なのは、当たり前のようなことだと思っていたけど、2人に1人のがんにかかるので、なんの病気も
もっていないのは、すごく幸せだ。そしてこの命を大切にしようとあらためて思いました。

小6女子
がんは、誰にでも起こる病気であり、普段の生活が当たり前ではないことに気づかされました。大切な
人を失うかもしれないことを想像し、命の重さを実感しました。がんは重い病気ですが、治療法もどん
どんと変わっていき、あきらめないことが重要だと思いました。授業でがんは早く見つかれば治療の成
功率が高まると分かりました。

小6男子
がんはワクチンや生活習慣を見直すことで予防することができると分かったので、これからは周りの人
の生活習慣などをなおせるようにしていきたいです。今日は、福南小にきてくれてありがとうございま
す。みなさんのおかげで、命の大切さを学ぶことができました。

小6女子
グループワークでは、私がカツオくんの立場で考えると、私はそばにいて思い出話をきかせてあげた
り、遠くにいる人は手紙を送ってあげたらなという考えだったけど、ほかの子はお金がたくさんあるか
らいろいろ買ってあげるなどのちがう意見があっておもしろかったです。健康は自分でつくるものだと



分かりました。

小6女子
がんになっても家ですごせるときいたので、もし家族がなってしまったら家で協力してすごしたいと思
いました。だれでもがんになるリスクはあるので、これからは一日一日を大切にたくさんの思い出をつ
くりたいと思いました。

小6男子
グループワークでは、がんになった波平さんどうすればよいかをカツオの気持ちになって考えました。
ぼくは、リハビリの人、看護師さんを家に呼んだ方がいいと考えました。

＜いのちの尊さ「授業後の宿題」：家族や周りの大人にインタビュー＞

1) がんで、あと半年の命と医師に言われたら、どこでどんなふうに過ごしたいですか　
2) 2)その理由

小6女子の母親
1) 家でいつも通りすごしたい。
2) 病院で一人ですごすのは、さみしいから。

小6女子の母親
1) 病院でゆっくり過ごしたい。
2) 病院ならつらいときすぐに助けてもらえるから。

小6男子の祖母
1) 緩和ケアをうけながら最後まで明るくすごしたい。
2) 痛みがないなら、みんなとすごしたい。

小6女子の母親
1) 動けないならお部屋にいたい。動けたら家のことをしたい。
2) テレビ、スマホがあるし、外が見えるから。病院だと知らない人がいっぱいいるからつかれる。

小6女子の父親
1) 自分の親となかなか会えないから、親を日本に来させて最後の時間をすごしたい。
2) 親が日本国外にいて、親孝行もできてないから。

小6男子の父親
1) 家族に迷惑かかるなら病院で最後迎えるまですごしてもいいと思います。
2) 父親が胃がんになった時、余命を宣告されて家に戻りました。ただ家族がお世話で大変だった。高
校生だった妹も学校やめたり大変だったので病院ですごしたい。

小6女子の母親
1) 出来る限り自宅で過ごし、自分の事が自分でできない、24時間付き添いが必要になった時点で病院
に移り、家族とはちょうどよい距離で過ごしたい。

2) それぞれの生活があるため。



小6女子の母親
1) いつもどおり家で家族と過ごしたい。旅行に行きたい。
2) 皆がいて、いつもどおりの生活が一番しあわせだと思うから。

＜家族や周りの大人から、おうちで話し合った感想を書いてもらって下さい＞

小6男子家族
2人に1人ががんになるけど、そのうち1人は治る、1人は悪化するから、お医者さんにみてもらう大切さ
を息子に教えてもらいました。また、家族で今の生活が続けられるよう、毎日の生活に気をつけていこ
うと思いました。

小6男子家族
まだ”死”を身近に感じていない中、考える良いきっかけになりました。病気だけでなく事故や災害など
で命を落とす場合もあるので、一日一日を大切に過ごしていきたいと思いました。

小6女子家族
最期のことについて自分だけで考えることはあったけど、家族と話したことはなかったので良い機会で
した。

小6女子家族
今の年齢で余命半年という状況になったらと想像することは難しかったと思うが、家族とともに過ごし
たいという思いが一緒であったことにうれしさを感じました。また、お互いの考えを確認すること、ま
た知ることが出来る機会となりよかったと思いました。

小6女子家族
祖父母が元気なので、家族が病気になって亡くなるかもしれないということを考えた事が無かった娘
が、今日の授業を通して色々な事を考えるきっかけになって良かったと思います。

小6女子家族
実際に、あと半年というと4月には亡くなってしまう。その事を娘に話すと涙をうかべていました。健
康で楽しく生活していきたい‼と強く思いました。

小6男子家族
実際がんや死に対し向き合ったことがないため、子どものうちから命の尊さを知ることはいいことだと
思いました。親の思いや子どもの思いを話し合ったことがないので、知ることができてよかったです。

小6男子家族
普段の生活の中で、もしもの時の話をする機会がないため、今回自分が意識のない状態になった時の希
望など、子どもたちに伝えることができてよかったと思います。　

小6女子家族
がんに限らず、意思表示ができなくなったとき、延命治療を望むかどうかなど、話し合うきっかけにな
りました。


